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６．十勝岳の監視・観測Ｑ＆Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山の地下で起きていることのイメージ 

 噴火の前に様々な前兆現象が起こる理由については、多くの研究者が議論しています。これまで

の研究成果に基づいたおおよそのイメージではありますが、火山体の内部（地下）で、下の図のよ

うなことが生じていると考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20世紀の噴火前に共通して発生した異常現象 

 Q6-1に示した異常現象の中には、20世紀の

各噴火前に、共通して確認された現象もあり、

今後は、十勝岳の噴火が近づいたことを知る大

きな手がかりになります。 

 

【数年前～数ヶ月前にかけて起こった現象】 

＊噴気活動の活発化 

＊泥水の噴出・小爆発の発生 

（３噴火前ともに発生確認） 

＊溶融硫黄の流出（硫黄の生産量増加） 

＊新たな火口の形成 

 （1926、1962年噴火前ともに発生確認） 

 

【直前（１ヶ月前以降）に起こった現象】 

 ＊地震の多発（有感地震の発生） 

 ＊多量の有色（火山灰含む）噴煙 

（３噴火前ともに発生確認） 

 ＊火山性微動の増加 

 （1962、1988年噴火前ともに発生確認） 
 
石川・ほか（1971）、中央防災会議（2007）より

まとめ 

【このＱ＆Ａの主題】 

十勝岳で２０世紀に起きた噴火の前兆現象

を基に、長期的（数年前～数ヶ月前）、短期

的（主要噴火の直前）に今後も前兆として

起こりうること 
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1988～1989年噴火における精密観測の成果 

● 1988年（昭和63年）９月ごろから： 火山性地震が増加し始める 

● 同年11月15日： 山麓で震度３の有感地震が発生 

気象台が『臨時火山情報』※で注意を呼びかけ（※当時の火山情報名称。平成20年現在は『噴火予報・警報』

という名称に変わっています：37頁参照） 

● 同年12月５日： 上空で監視していた自衛隊機から「火口から灰色噴煙が立ち昇っていた」という報告 

● 同年12月７日から： 北大観測坑道の地震計が小振幅の火山性微動を頻繁に観測 

● 同年12月10日15時ごろ： 気象台十勝岳火山観測所が62-２火口から高さ約200ｍの噴煙を認める     

臨時火山情報発表「地震が多くなり、微動も散発し、灰色噴煙も見られたので火山情報に注意」 

このように、火口周辺の積雪上を火山灰で黒くする程度の小さな噴火は、1988年の十勝岳噴火に

先がけて既に始まっていました。どの現象を待って「噴火発生」と公表するか、観測者たちは急変

を見逃さないように事態を注目する中、12月16日早朝に最初の明瞭な『噴火』の発生に至りました。 

翌1989年（平成元年）の３月まで、20回を越える噴火が発生しました。全期間の１／３に当たる噴

火では、噴火に先行して特徴のある低周波の地震活動が認められ、観測陣が噴火を待ち構える中で

実際に噴火が発生するなど、ある程度の直前予知もなされています。 

また、地震計と空振計を整備したことで噴火（爆発）発生の確認が迅速に行えるようになり、  

爆発発生から数分以内という短時間で気象台から火山情報が出されるなど、自治体の防災対応にも

大きく貢献しました。地震計・空振計の振幅データからは、今噴火が拡大しつつあるのか弱まって

きたのかといった噴火の消長も、ほぼリアルタイムに確認することが可能になってきました。 

中央防災会議(2007)、勝井・ほか(2007)よりまとめ 

 

1 

平成28年現在では、十勝岳山腹、十勝岳観測

坑道、望岳台、白金温泉周辺、吹上温泉周辺、十

勝岳温泉上流の旧噴火口付近を主な拠点として、

様々な観測機器が設置され（副読本Q６－３参

照）、気象庁は24時間十勝岳の活動状況を監視

しています。また、旭川地方気象台は、年に２回

の調査観測を行っています。 

 

活火山観測整備の先がけとなった十勝岳 

道内で、最初に精密観測が始まったのが十勝岳

です。気象庁は白金温泉に十勝岳火山観測所を建

設し、1964年（昭和39年）から遠望観測・震動観

測・現地観測を含む連続監視を開始しました。ま

た、北海道大学でも1985（昭和60年）年に新たに

観測施設・送信所を建設し、精密観測を行うため

の「十勝岳火山観測坑道」も整備しました。この

観測坑道は火口から約２km北西の溶岩流の先端

部に掘られた長さ30ｍの水平坑道で、長周期や短

周期地震計、水管傾斜計、水晶管伸縮計などが設

置されています。これらの整備が1988年（昭和63

年）の噴火時に、大いに役立つこととなりました。 

【このＱ＆Ａの主題】 

精密観測によって、地震・微動回数の変

化や山の傾きの変化などの十勝岳の異

常を捉え、噴火の直前予知にある程度結

びつけられるようになってきたこと 
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【噴火場所】 

 十勝岳の新期の火山活動は火山列の北西側に偏して行なわれてきた。噴気孔や温泉の分布も北西側に限定されて

いる。約 4700 年前と約 3300 年前に噴出した場所は、グラウンド火口内（中央火口丘、62火口群）とその周縁（す

り鉢火口・北向火口）および焼山などである。これらはいずれも苦鉄質安山岩マグマを噴出している。以上のうち

で、ここ数十年内に噴火が発生するとすれば、その可能性が最も高いのはグラウンド火口内、特にその北西部であ

る。旧噴火口や熊の沢上流部でも噴気活動が行われており、小規模な水蒸気爆発の発生する可能性はある。しかし、

新しいマグマの噴出が行われる可能性は、今のところないと推定される。 

 

【噴火の時期】 

歴史時代に入ってからの十勝岳は、安政（1857年）、明治（1887年）、大正（1926年）、昭和（1962年）に顕著な

噴火記録がある。これらから「次の噴火が 30～40年後に起こるだろう」という予測がある。しかしながら、例えば

1926年（大正 15年）の噴火と 1962年（昭和 37年）の噴火を比較しても、詳細に検討すると、噴火の場所・様式・

規模などが同一ではない。全く同じことが将来にわたって繰返す保障はない。噴火時期の予測のためには、現在起

こりつつある諸現象の観測と解析が不可欠である。 

 

【噴火の様式と規模】 

十勝岳のグラウンド火口内および周辺では、およそ 5000 年前から苦鉄質安山岩（SiO2 約 53％）の溶岩・スコリ

ア・火山灰などを主に噴出している。休止期が数十年だとすると、地下のマグマは多少変化するだけで、組成はあ

まり変らないと期待される。このようなマグマは粘性が低いため、噴出時に破壊的な爆発をおこす危険性は一般的

には少ないが、噴火初期に水蒸気爆発による山体崩壊・岩屑なだれ・泥流（大正噴火）・岩塊落下（1962 年噴火）

などの危険を伴う。火砕流発生（約 4700 と 3300 年前）や溶岩の流出（約 300 年前）も考えられる。また、以上の

ような様式の噴火の規模は、一応、過去およそ 5000年間の各噴火をめどに予測しておくのが妥当であろう。 

噴火は、マグマそのものの性質（粘性やガス

の含有率など）や、マグマと地下水との相互   

作用など、様々な条件によって発生するもので

す。いずれも地下で起きていることであるため、

Q&Aにある通り、将来の噴火を正確に予知する

ことはたいへん困難なことです。 

しかし、過去に起きた噴火の特徴を詳しく 

調べ、また日々観測している結果とを総合的に

検討することで、ある程度の予測を立てること

は可能です。また、Q6-2で紹介しているような、

地震の起こり方や山の傾斜の変化・伸縮を精密

観測することにより、1988～1989年（昭和

63～平成元年）の噴火活動では、多くの噴火（爆

発）の前に直前予知がなされています。 

（中央防災会議，2007） 

今後十勝岳に噴火があった場合に予想される

発生場所、時期、様式、災害要因などについて

は、北海道防災会議が発行した資料（勝井・ほか，

1987：北海道防災会議）にまとめられていますの

で、下に要約します。このまとめが出された  

直後の1988～1989年噴火活動についても、概ね

この予測の範囲内のでき事と言えます。 

【このＱ＆Ａの主題】 

・十勝岳は、噴火の時期や場所について、

ある程度予測が可能な火山であること 

・しかし、相手は自然現象であり、全てに

明確に答えを出すのは難しいこと 
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【ＧＰＳについて】（十勝岳周辺に６基 さらに整備予定） 

  Global Positioning System の略で日本語では「全地球測位システム」などと訳します。人工衛星を使った宇宙

規模の無線システムで、本来は軍用ですが、この技術の一部が民間にも公開され、精密な測量やカーナビなどに

も利用できるようになっています。観測の精度は数ｃｍ程度です。 
 
【監視カメラについて】（十勝岳の火山監視用：１０基 さらに整備予定） 

 十勝岳では、昼用のカラーカメラ、夜間用の高感度カメラおよび熱を感知する赤外線カメラが、２４時間山を監

視しています。沢の上流を監視することで、火山泥流の発生を確認できることもあります。また、山だけではな

く麓の河川の状況を監視するカメラも設置されています。 
 
【空振計について】（十勝岳周辺に６基 さらに整備予定） 

 空振とは，火山の爆発などによる空気の振動が遠くまで伝わる現象です。噴火の衝撃で窓ガラスが震えたりする

のも、空振が発生するからです。空振計のセンサーは、人間の耳で聞こえない低い音も拾いやすい特殊なマイク

ロフォンです。地震と空振の起こり方を観測することで、爆発の規模や火砕流の発生などを夜間や悪天で火口が

見えないときでもある程度判断可能になっています。 
 
【地震計・振動センサーについて】（十勝岳周辺に１１基 さらに整備予定） 

 十勝岳には、３成分（東西・南北・上下）の地面の震動を同時に記録するものなどを含めて、様々な種類の地震

計が要所に設置されています。泥流の通過は、「振動センサー」と呼ばれる揺れを感知する機器の一種でも監視し

ています。 
 
【ワイヤーセンサーについて】（十勝岳周辺の沢沿いに２１基以上） 

 十勝岳の山腹には、旭川開発建設部と旭川土木現業所が設置したワイヤーセンサーが設置されています。ワイヤ

ーが切れると、町役場など各機関に備えられた警報盤で状況を直ちに把握し、素早い防災体制がとられます。但

し動物の接触などで誤作動を起こすこともあります。尚、一度切断されると人力で張り直す必要があります。 
 
 この他にも、水管式の傾斜計や、雨量計・積雪深計など、様々な観測機器が十勝岳周辺

に設置され、噴火や泥流の発生に備えて有効な監視を続けています。しかし、数多くの観

測機器も万能では無く、発生する現象を100％予測できる訳ではありません。過信はせず、

慎重な防災対策を取ることが重要です。 

現地で見ることのできる機器の設置場所 

・ＧＰＳ 

望岳台の駐車場から下山 

しかけた道路から、沢の 

方にそれる道の脇で、 

やや高い草の中に立っています。 

（旭川地方気象台設置） 
 
・監視カメラ 

望岳台の公衆トイレ脇にある高い塔の上に 

設置されています。（旭川開発建設部設置） 
 
・空振計 

白金温泉の「国立大雪青年の家」 

の隣にある十勝岳火山観測所 

に設置されています。（旭川地方気象台設置） 
 
・ワイヤーセンサー 

泥流の発生を検知して下流域に知らせるため

に、望岳台から九条武子碑に向かう登山道脇

で、ワイヤーが沢を横断するように設置されて 

います。（旭川開発建設部設置） 
 
※地震計（地下や施設内に設置されています） 

十勝岳中腹や、望岳台などに設置されてい 

ます。 

【このＱ＆Ａの主題】 

十勝岳に設置されている主な観測機器を

紹介し、それぞれの役割を簡単に知っても

らうこと。（現地でも確認） 
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十勝岳の噴火予報文例（平成 19年 12月 1日発表） 

『活動状況及び予報警報事項：活火山であることに留意』 

 火山活動は、これまでと変わらず静穏な状況で、火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は 

見られません。十勝岳の噴火予報・警報は、噴火予報（活火山であることに留意）です。 
 

十勝岳の噴火警報発表事例  （気象庁 Webサイトより） 
火山名  十勝岳  噴火警報（火口周辺） 

平成２６年１２月１６日１４時００分  札幌管区気象台 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜十勝岳に火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）を発表＞ 

６２-２火口から概ね１ｋｍの範囲には近づかないでください。 

＜噴火警戒レベルを１（平常）から２（火口周辺規制）に引上げ＞ 

＊＊（本  文）＊＊ 

１．火山活動の状況及び予報警報事項 

 十勝岳では、ここ数年、山体浅部の膨張や大正火口の噴煙量増加および地震増加、火山性微動の発生、発光現象などが観測され

ており、火山活動が徐々に高まってきています。 

 また、今年７月頃から、６２-２火口に近い観測点で山体浅部の膨張を示すと考えられる地殻変動の変化率が大きくなっており、

膨張がさらに浅いところで発生している可能性があります。このことから、今後、ごく小規模な噴火の発生する可能性が高まって

いると考えられます。 

２．対象市町村等 

 以下の市町村では、火口周辺で入山規制などの警戒をしてください。  北海道：美瑛町、上富良野町 

３．防災上の警戒事項等 

 噴火に伴い弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒してください。６２-２火口から概ね１ｋｍの範囲には近づかないでくださ

い。なお、６２-２火口から概ね１ｋｍの外側であっても、風下側では火山灰や小さな噴石が風に流されて降るおそれがあるため

注意してください。 

＜噴火警戒レベルを１（平常）から２（火口周辺規制）に引上げ＞ 

平成１９年１２月１日に気象業務法の一部が

改正され、気象庁は火山現象に関する予報及び

警報の発表と通知先機関（都道府県、ＮＨＫ等）

への通知が義務づけられました。また、警報の

通知を受けた都道府県は市町村長へ通知の努力

が、ＮＨＫは報道する義務が定められ、住民へ

の確実な周知ができるようになりました。 

 噴火警戒レベルとは、火山活動の状況を噴火

時等の危険範囲や必要な防災対応を踏まえて 

５段階に区分したものです。住民や登山者・  

入山者等に必要な防災対応が分かりやすいよう

に、各区分にそれぞれ「避難」「避難準備」「入

山規制」「火口周辺規制」「活火山であること

に留意」のキーワードをつけて警戒を呼びかけ

ます。噴火警戒レベルは噴火警報及び噴火予報

で発表されます。 

【火山情報について】 

噴火警報及び噴火予報の導入に伴い、従来の

火山情報（緊急火山情報、臨時火山情報、火山

観測情報）は廃止されました。また、火山活動

の状況をお知らせする場合は、新設された「火

山の状況に関する解説情報」で発表されます。 

気象庁報道発表資料（平成 19年 11月 21日）より 

【このＱ＆Ａの主題】 

火山噴火災害の防止・軽減に役立ててもら

うために気象庁から発表され、住民などに

伝えられる防災情報 



 39 

【十勝岳の噴火警戒レベル】 

 

 十勝岳にも、平成 20 年１2 月 1６日から「噴火警戒レベル」が導入されました。気象庁   

から公表されている十勝岳の噴火警戒レベルは、次のような表としてまとめられています。 

 

※詳しくは、気象庁のホームページで公開されています。 

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/Tokachi.pdf 

 

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/Tokachi.pdf
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■この図は 62-2 火口※周辺で噴火した場合の噴火警戒レベル 2（火口周辺規制）及び 3（入山規

制）の規制範囲を示しています。 

■レベル 2 は、活動状況に応じて規制範囲が変わります。 

■居住地域まで影響が及ぶ場合はレベル 4（避難準備）・5（避難）となります。 

（但し、十勝岳温泉、吹上温泉はレベル 3（入山規制）で防災対応が必要） 

※1962 年に噴火した火口で、現在も活発な噴気活動が続いている火口です。 

 

（気象庁パンフレット「十勝岳の噴火警戒レベル －火山災害から身を守るために－」より） 

 


